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勝脱癌症例 142例 lζ オリーブ油注入法を用いた跨脱 CT スキャンを行い，病理組織学的検索のなされ
た 126 例について本検討を行った。検査は，完全に排尿を行った後，勝脱内 i乙ネラトンカテーテルを挿
入し，滅菌オリーブ油 100 ，_._，120 rne を注入，カテーテルを抜去し，できるだけ狭いスライス幅でスキャ
ンを行った。患者の体位は背臥位だけでなく，腫虜の位置に応じて体位変換しスキャンを行った。
1 )腫虜描出能の検討
深達度判定に先立ち CT の病変描出能の評価を行った。 CT で勝脱腫蕩を描出しえたのは全体で筋
%であり，描出しえなかった 14箔は腫蕩径が 5 mm以下の症例であった口腫虜の形状別の描出能は，腫場








CT 像を 8 型に，病理組織学的深達度を pTis からがr 4 の 6 型に分類し検討した。乙の検討から ， CT 
像での腫蕩周囲の壁肥厚の有無，壁外側面の不整の有無，他臓器と腫蕩の連続性の有無が病理組織学的
深達度と相関する因子として上げられ， CT 像を 4 型に再分類した。次に治療方針の決定という目的か
ら病理組織学的深達度も pTis --pT 3 a , pT 4 の 4 型に再分類し両者の相関を検討した。 pTis からpT 2
の94%が鰐脱内腫蕩を認めても腫場周囲に壁肥厚 腫蕩部の壁外側面に不整を認めないもの (A型)
pT 3a の 89%が腫蕩周囲に壁肥厚は認めるが，腫蕩部の壁外側面は平滑なもの (B 型) , pT 3aの 70%
が腫蕩部の壁外側面に不整や周囲脂肪層に腫蕩像を認めるもの (C 型) , pT 4 の 1ω%が腫蕩と勝脱周
囲臓器に連続性を認めるもの (D型)と一致した。一方， A型の99%が pTis からずr 2 ， B 型の 50 %が
pT3a ， C 型の 100%がpT 3 b ， D型の 100 箔がpT 4 と一致した。 pTis から pT 2 で B 型を示した症例は，腫
虜が隣接して多発したもの，腫蕩周囲に凝血塊が付着していたものであり ， pT 3b で B 型を示したもの
は浸潤様式が INF r 型を示したものなどであった。









CT 像と病理組織学的深達度の相関を検討し以下の CT 深達度判定基準を設定した。










脱内 iと注入する乙との有用性をファントム実験から明らかにし 次に 126例の臨床例の CT 深達度判定
基準の設定を行っている。乙の方法は非侵襲的であり，得られた深達度判定基準は簡便で，かつ，高い
診断率を上げていることから，勝脱癌の深達度判定法の 1 っとして高く評価しえるものであり，他施設
からも追試を受けているものである。
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